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「 墟 に放水かんがいは地表か んがいに比 L 次のよ うな利点 があ る と され て い る。

）癖永かんがいⅦ 淵 壌 全如 こ一 様に畑 を供 給することが出兎 文政 永遠の調節が 自

由であ るか ら利 くの節約 に な る0 ア メ リカの統 計 では 1 5 ～ 5 □濱の節約 が 出 来 る こと

i こなつ て い る。

2 ） 撒 水か んが いは どん な土 盛 で も また どんな 地 形や 勾蔚 の とこ ろ で も殆 ん ど同 じ ょ うな

効率 で採周出来 る。

5 ）地表 れ んがい甘 利詞壌への坂 入れの際・ あ るいは勾現土質 と蛭 間流量 との調節がむづ

か しいため末端か らの溢流を起 し易 く・ 士魂 侵蝕の窺九 が多 いが・ 撒水かんがいではそ

の土性について芙施 した 工n t a k ∂－r a 七e の許容範囲内にお汁 る舶 強度 をもつ

S p r まn k l e ごを償 冠 す る こと が写 易であ るか ら侵 蝕ほ完 全 に防 止 出来 る。

4 ）■地 詣かんがいで常．に必要になつ てくる整地作実は不要 であ る。

5 ）▼牌 こおけるか′も水落珊 水のための構造物ほ全 く不要 になるかまには榔 毒に楯少さ

れ る0 そ の結束それ らに よる境地がな くな 鳩 作菜に対す る障害がな くなる。

占）｛ 凱 こ労 力の貨酌 が出来 る。

以上 の うち（5）以 下に つ い て は別 に 考 え る こ 上と し・ ここ で は（りお よぴ（2）に・つ い て検 討

し てみ る こ と と す・る。

私 遠が突既に計画 を樹て る壕 合に・・ 脚弟に与 えられた如 ；どれ だけ有称 こ掛 放 る状

態 で土項 申忙 保持 され るかを知るために次の よ うな手筋 を僚つ てい る。

1 ） 舶 t o r 乱 p p ユ 1 c a 七 i o n 8 f f 土 e 1 8 n C y （ E a ）

屯＝
Ⅶ占

鞄
×1 0 0 （ 楚 ）

W 。 ：板辞内に・保 留された水量

bl

幣：粗かん水虫（ 地表 か んが いの場合は舶 に坂入れ られ た水畳で， 末端から

の流去がない場 合流下中の 水面からの蒸墟 を無視すれば臨浸掴 過とな る。

撒 水かんがいの嶺 合は ノゾルから放 出され た′水盛 で飛散損失 と飛散中の蒸

発損失 を含んでお り・ 地轟 かんがいで流出（町 ）を 0 と して幣 を絶浸

潤と見倣 L た よ うな こ とは出来 ない o  W f を

－ 2 1 一

・ 日生よ り常 に大 で あ る。





一掛 試量 だけから考えると・ 噴 流去乙つな －、場合の蛙緋 んゝがいにおける屯 ほ破水か

んが いの 年 鑑相 当す る こ ととな る0 従 つ て もし酪 招か んが いの 丑阜 と臆 永 か んが い ♂）

鞄の慣 が等 しい場 合には撒如 んゝがいの 鞄 は睦緋 んゝがいの場合 よ り掛 、ことにな

る。 しか し頗 水 か んが い では S p r i n 宜1 日r の構造 と児置 の 研 好 こよつ て は 鞄 ・ 丑臼・

E ユ を 1 ロ0（こする こ とが 可 詣で あ るが睦 聞 か んが い では不 耶 巨であ る0 こ の 意味 か ら

廠永かんがいが理想的に・行はれれば暁 闇か ん が い より効率 の面か ちも有利であると考

えられ る0 しか し現 在一一脚 こ胤 印 され てい る Sp r l n k ユO r とそ の現 役法 で E p あ る

いほ E d＿が どの よ うな値 を示 してい るか， 著者 が R a・土n l〕土r ま ・ P e r r o ‾に． 国産川上

の教壇 口径 の ノヅルにつ い て実験 した 結末 か ら偵討 L一てみ よ う。

s p r 土n k ユ8 r の成 定 ケ哉笠済的 面か ら考 え る と出来 るだけ 疎の一方が 有利 で あ る。 しか

しあ ま り卿 こす る と E p が わ る くな る 0 そ こで 個 々の S p r 土n k 1 6 T の頗 布 団塾 を 求め

てまづ p 土p e の 移 鍬 郡苗（ s m ）の 版 界如 R め る0 これ ほ p 土p o l i 王1 日 上 の S p r 土n k ユe ：

の間隔（ S l ）をその軌 k 直 静 〕5 蕗前後；こして S n を 色々に変化 させた腸合 の E 且の

比佼 を行 うこ とに よつ で得 られ る。著 者 の 実験 では 無 風 の場 合 S m が 0．5｛瓜 る○（ ○ほ

執k 直径 ）以下でふ九ば 丑ユ値 ほ 9 0 蕗内 外 となるが D・占領適 える と急激に E ユ倍 が低

下す る。 そこ で 3 m の 眼 界 を □・占’っ 以 敬 すも 次ケ千白m 鮒 占○以 内 り一 定値 に して S㌔

を変化 させてん ると 白⊥＞ ロ・5 0 に・な る と急激 こ鞄 億 が低 下 す る場 合 が多 い0 そ こで

S l の睨 界 を大 体 0・5つ 以 下 とす る0 この よ うに して S 皿 お よぴ S l をそ の 腹 掛 和 こお

い て 突 放 して 克 て も E 且 が 9 0 洛以 上 に・な る こ とは 殆 ん どな しも よ く て も 8 ロ 針 勺外 の

場合 が 多 く， 凰 で もあ る と 7 0 ％以下 に・な る こ と さえあ る。

アメ リカ では E p 8 0 蕗・ E 且 8 4 多を許 容 限界 と し てい るかわ・ こ の点 だけ か らみ

れば虞 当な 窮置 とい うこ とに な る が・ 瞳 問 カ んゝがい で は E 乱 9 0 港 内外 を眼 界 と して お

り著 者 の突観 で もこの範 囲 内 ケこと どめ る ことは さ して舶 難 では ない。 この よ うに概 念申

に・ほ撒水のほ うが均一な分布が与 へられ るか ら有利 であ る と考えられ ながら数字の上 で

は 睦問 のほ うが 良好 であ りE a あ るいは 望ま の許 矧 韻界 も睦 欄 の方 が小 さ くなつ てい る0

これほ効率その ものの計 束方法 に不 慮な点があ るもの と考へ られ る。例えば実際には或

地点に撒 水された 水はその附近 の土壌水分の不均衡を是正 しつ ゝづく半音如こ垂直方向に浸

潤 してゆき多少の撒 水深の不均一がもつても浸潤探にはそ う大きな違 が 出てこない管 で

あ る。然 るに破 水深の測静 ま碓 に．受 けた水造 で測定 してその まゝ比佼 するか ら磁中に入

つ た 水ほ 水平 方 向 の浸潤 は 全 く行は ない も の と して計 算 され 三宅掠の 水 の放 きに適 合 しな
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い。 こ の こ とは茅 ヶ崎 砂丘 地に お け る究 側 に よつて 明 ら かであ る。 又 睦 聞か んが いの 場

合 には 蛭間 に流 した 水が畦 巾 こ均一 に浸 潤 す る もの と して計 鼻 さゴ1 る が この よ うな こ と

は実際 にはあ り樽 な い し，畦 巾 に よつ て非常 にち がつ て くる箸 であ る。 干葉 県 下 での 突

鹸 でほ瞳の中央部に 二転ける勒閏畳は中央部か ら－I5 ‘神妙 ／し櫨 の浸潤 塵の杓 2 倍 になつて

いた。勿論 これ はか ん水直後の分布 であ るから或時間粍過すればかな り平均化される筈

であ るが全 く均一になるとは考へ られない。従つ て撒 水かんがい の場合最小撒 水深を板

群 探 とするな らば睦聞かんがいの壕含 も鮭巾全体についての最 小浸潤深を もつて樹 探

とする ように した時の軸 宰を考へ なぃ軌 ばならない。従つ て正掛 こ両者 の効率 を比校 す

るためには 現在行はれてい る ような 9でf i c i 9 n C y の 計算方法でほ不合理 であつ て土

娼 中に おけ る 水の動 きに つ い て更 に 追求 す るこ とが今 後 iこ残 され た 問題 であ る0

また 亀 を 1 0 0 発 とする こと が必ず し も縫 済的 であ る とは断定 出来 な い o

c o n 日比m p 七1 v 日 比臼e O f f土c1 8 n C yを考慮に・入れて最小浸潤深の棋界を定めその

場 合の 且a もし くは E p に つい て比 校 鮮 寸す る こ とが必要 であ る0 た だ 土n 七a k e  r a t

弼 閥 に大知 、土性にな る程 ㌔ を 1 0 ロ落とすると きの E a を前記 の よ うな許督限 界内

に す るた めに．は綻 ば カゝ んが い で は瞳長 を非 常 に短 か くと らね ば な ら ない欠 点 があ るが減

水か んがいの場合 には殆ん ど土矧 こ関係せず 同一の効率を与え ることが出来 る利点 があ

る。

実擁の計画にあたつ ては色 々な効率を総合 して判断しな くて ほならない。 ただ単に E ∈

丑ま・ E 臼・ 等 数字 に示 され にもの のみ を もつ てか んが い方 法 の優 賞 を簡 掛 こきめ る こ と

は出来ない。今後士魂申におけ る如 〕動 きに対 する瀾志方法 と計貨方法 Fこ関する研 究を

進 展 させ 数字 的 に．正 しい比絞 の出 来 る よ うiこ してゆか な けれ ば な らない0
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